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　コドゴヤ成立の背景として，まず考えられることは小屋の材料と構築技術の問題である。先に
も述べたがサケ小屋には，曲材を利用するものが多く見られる。アンジャゴヤもムナギや垂木の
アバラなどには根曲がり杉を用いる。これが間伐などの造林技術の進展によって発生が減少した。
また，木材の河川運搬が消滅したことなどによって，入手が困難になった。そのため廃材利用へ
変わっていった。「大川郷は大工の村」といわれるが，大工を含めた建設業に従事する人々が多
く，サケ漁従事者のなかにも確かに建設業につく人が多い。そのため廃材の入手は比較的容易で
ある。また，構築技術も持っているため，常設型のある程度しっかりした小屋を造るのは難しく
はない。
　このような素材と技術の可能性の背景に加えて，居住性を向上させたいというサケ漁従事者の
希求が，コドゴヤを構築させていった。しかし，コドゴヤの発生，成立を可能たらしめた条件と
いうのは，第1にサケ漁従事者の減少を上げなければならない。大川郷において，各集落の漁区
数は限られており，サケ漁の従事希望老が多いと当然競争が起こり，毎年の漁区使用老は流動的
になる。戦前は村並加入している家は，サケ漁に参加する権利を持っており，僅かの漁場をめぐ
って多くの人々が競っていた。それが現在は，漁協の鮭鱒部会に加入したものだけが，サケの採
捕権を認められる。その上，サケの経済的価値の低下や，部会員の本職がサラリーマン化したた
めに，採捕権を持っている人の中にも実際の漁を辞退するものも出てきた。そのため，漁区数に
対してサケ漁希望者の数がそれほど変わらなくなり，漁場を巡っての競争は弱くなって毎年参加
する人が固定化されてきた。それゆえ，小屋を貸借し越境立地させることによって，非可動常設
型のコドゴヤが成立しえたのである。
結 語
　以上，サケ小屋の基本形態，漁法・漁場使用慣行とサケ小屋の成立との相関関係などについて
論述した。近世期の書物にも見える伝統的サケ小屋の形式は，ドーム型，合掌立型，天地根元造
り型，円錐型などに分けられるが，もっとも頻繁に見られる形式はドーム型である。これは構築
の際に不安定であるが，曲材を使用するために内部空間が大きく取れるという長所がある。中に
は竪穴形式のものもあり，また竪穴ではなくとも小屋の裾部に石，土砂を積み上げる技法が一般
的に見られる。サケは冬の寒期に限定して捕れる魚種なので，サケ漁にともなうサケ小屋には保
温，防寒の工夫が施されている。竪穴形式や，小屋脇に土盛する技術などは，まさに防寒技術と
いえる。小屋の大きさはそれを使用する漁師の人数によって変移するが，基本的にはできるだけ
小さくし，やはり保温に努めているのである。この，防寒，保温，断熱技術は，北方ユーラシア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）から北アメリカに分布する同様の建築技術との，類縁関係からも明らかにせねばならない。
　サケ小屋は，いずれも簡便で仮設性に富んでいた。これはサケの漁法や，漁場使用慣行と密接
に関わっており，それぞれの地域のサケ漁法の展開の中で考えなけれぽならない問題である。お
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おむね漁法が小型で，固定的であり，個人的な漁携活動を営む形式一「待つ」漁業一に，こ
のような小屋が付随する。ヤナなど固定的な漁法であっても，多くの人数で行う集団漁の場合は，
前述したような小型のサケ小屋では間に合わなくなり，常設的な大型の構造物を持たざるをえな
い。また漁場的に言うならば，漁区割り制度などでもって，各漁携従事者が個別的なテリトリー
を1シーズン中占有するが，翌シーズンには必ずしも同じテリトリーを占有できるとは限らない
ような漁場使用の場合に，一般的にサケ小屋が構築されるといえよう。「待つ」漁業の持つ，シ
ー ズン中の固定性と，シーズンごとの移動性という性質が，小型の非恒久的構築物を必要とする
のである。「出作り小屋」や，マタギの「狩り小屋」のように，居住する集落からの遠隔性によ
り成立した建築物ではなく，漁携活動に関わっている時間の間欠的連続性により，希求された建
築物であるといえる。これが「待つ」漁業の特質であり，寒気の中長時間の待機が要求される状
況がこの小屋を発生させた。
　伝統的サケ小屋は，漁法の変化，素材の変化，漁業制度の変化などに敏感に反応して，現在で
はほとんど消滅してしまっている。しかし，サケ小屋は，日本の住居史の中で欠落している「小
屋」研究の視点の重要性を明らかにするばかりではなく，漁業技術史における総体的技術論の必
要性を再認識させる，特筆すべき文化的素材だといえる。
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　　　　　Does　the　Tradition　of　Pit　Dwellings　Still
　　　　　Survive　in　Various　Parts　of　the　Country？
The　Correlatioll　between　the　Existence　of　Fishing　Huts
　　　to“Wait”for　Salmon，Fishing　Techniques　and
　　　　　Customs　in　the　Use　of　Fishing　Grounds
SUGA　Yutaka
　　The丘shing　hut　dealt　with　in　this　paper　lies　somewhere　between　the　close－to’main・
house　type　and　remote．from．main．house　type　of　hut．　The　hut　in　question　is　connected
with丘shing（especially　the　fresh－water丘shing　of　salmon）．　Although　the　hut　is　located
relatively　close　to　the　main　house，　it　is　rather　comfortable　to　live　in，　and　is　used　as　a
base　camp　during　a　certain　period．　However，　the丘shermen　do　not　settle　in　the　hut，　nor
use　it　as　a　main　house．　This　paper　examines　what　in6uence　actual　activities，　including
the　special　techniques　of　salmon丘shing，　and　the　use　of丘shing　grounds，　had　on　the
basic　form　of　the　traditional　salmon　hut　as　well　as　its　creation，　maintenance，　and　how
it　was　used．
　　Since　salmon　is　caught　only　in　the　cold　wintertime，　the　salmon　hut　is　built　to　keep
the　heat　in　and　the　cold　out，　including　Pit　houce　type　structure　and　a　fill　beside　the
hut．　All　salmon　huts　are　simple，　and　temporary　structures．　These　features　of　the　salmon
hut　are　closely　connected　with　fishing　methods　and　customs　regarding　use　of　the
fishing　grounds．　This　kind　of　hut　is　incidental　to　smalLscale，丘xed，　and　individua1丘shing
activities，　that　is，“waiting”丘shing．　In　group丘shing　involving　a　large　number　of　people，
even　where　fixed　fishing　techniques　are　used，　such　as“Yana”（丘sh－trapping），　a　small
salmon　hut　is　not　big　enough；alarger，　more　permanent　structure　is　required．　With
regard　to丘shing　grounds，　a　salmon　hut　is　generally　constructed　where　each　fisherman
occupies　a　specified　territory　throughout　the　season　under　a　五shing－ground　allocation
system，　but　he　may　not　necessarily　occupy　the　same　territory　next　season．
　　The　lack　of　mobility　during　the　season，　and　seasonal　migration　require　a　small　and
temporary　structure．　A　salmon　hut　is　not　a　structure　built　at　a　distance　from　the　village
like　a“D6概勧海Goッα”（Farmillg　hut，　remote－from．main－house），　or“Hunting　hut”of
the、Mαzαg‘（h皿ters　living　in　the　mountains　of　the　T6hoku　District）；it　is　rather　one
demanded　by　the　interrupted　continuity　of　the　time　involved　in　the丘shing　activity．
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